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50年ごとに振り返る長崎 
講師：宮川雅一氏（長崎近代化遺産研究会会長） 

南蛮人来朝之図（長崎歴史文化博物館所蔵） 



Ⅰ. 50年前=昭和46年(1971) 水不足時代 

①4月1日 当時の外海町にあった神浦ダムから取水開始 



②5月24日 浦上天主堂の鐘楼ドームの保存工事完成 

Ⅰ. 50年前=昭和46年(1971) 水不足時代 



②5月24日 浦上天主堂の鐘楼ドームの保存工事完成 

Ⅰ. 50年前=昭和46年(1971) 水不足時代 



②5月24日 浦上天主堂の鐘楼ドームの保存工事完成 

Ⅰ. 50年前=昭和46年(1971) 水不足時代 



②5月24日 浦上天主堂の鐘楼ドームの保存工事完成 

Ⅰ. 50年前=昭和46年(1971) 水不足時代 



Ⅱ. 100年前=大正10年(1921) 造船時代 

①3月5日 築町に公設卸市場を新設、落成式挙行 



②10月15日 三菱長崎造船所の職工数、創業以来最高の1万8,515人を記録 
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Ⅱ. 100年前=大正10年(1921) 造船時代 

②10月15日 三菱長崎造船所の職工数、創業以来最高の1万8,515人を記録 



Ⅲ. 150年前=明治4年(1871) 近代化先行時代 

①6月18日 長崎・上海間の海底電信線施設工事完成（同月26日通信開始） 



Ⅲ. 150年前=明治4年(1871) 近代化先行時代 

②12月15日 夫婦川町の臨済宗寺院春徳寺14代住職・日高鉄翁没（81歳） 



②12月15日 夫婦川町の臨済宗寺院春徳寺14代住職・日高鉄翁没（81歳） 

Ⅲ. 150年前=明治4年(1871) 近代化先行時代 



Ⅳ. 200年前=元和7年(1821) 貿易時代 

①5月29日 町年寄高島茂紀、立山御役所石火矢台を受け持つ 



①5月29日 町年寄高島茂紀、立山御役所石火矢台を受け持つ 

Ⅳ. 200年前=元和7年(1821) 貿易時代 



②７月 蘭船、ペルシャ産ラクダ２頭を長崎にもたらす 

Ⅳ. 200年前=元和7年(1821) 貿易時代 



Ⅴ. 250年前=明和8年(1771) 貿易時代 

①7月16日 薩摩藩主 島津栄翁、江戸参勤の帰途、従者1,000余人とともに来崎 



Ⅵ. 300年前=享保6年(1721) 水害時代 

①閏7月28日 享保の大水害（連日降雨の後、大雨地震で烽火山から市中に泥水噴出） 



Ⅶ. 350年前=寛文11年(1671) 牛込時代 

①5月20日 崇福寺中興開山唐僧の即非如一、同寺方丈で示寂(56歳) 



①5月20日 崇福寺中興開山唐僧の即非如一、同寺方丈で示寂(56歳) 

Ⅶ. 350年前=寛文11年(1671) 牛込時代 



Ⅷ. 400年前=元和7年(1621) 寺院建立時代 

①12月12日 大村家重臣で長崎領主の長崎甚左衛門純景が没 



Ⅸ. 450年前=元亀2年(1571) 開港時代 

キリシタン大名大村純忠、長崎開港、６か町建設 


